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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/173   ６３０　
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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月10日(2011.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビメッセージシステムにおいてメッセージを配信する方法であって、前記テレビメ
ッセージシステムは、受信手段と、制御手段とを含み、
　前記方法は、
　前記受信手段が、第１のコマンドを第１のユーザから受信することであって、前記第１
のコマンドは、前記第１のユーザがメッセージを送信することが可能なユーザグループに
属する複数のユーザに対応するアイデンティティのリストを作成するためのものである、
ことと、
　前記制御手段が、前記第１のユーザから受信された前記第１のコマンドに基づいて前記
アイデンティティのリストを作成することであって、前記作成されたアイデンティティの
リストは、単一のグループアイデンティティとして提示される、ことと、
　前記受信手段が、少なくとも１つのメッセージの受取人として前記単一のグループアイ
デンティティを指定する第２のコマンドを前記第１のユーザから受信することと、
　前記制御手段が、前記第２のコマンドを受信したことに応答して、前記指定された単一
のグループアイデンティティとして提示された前記アイデンティティのリストに対応する
前記複数のユーザの少なくとも１つのユーザテレビ機器に前記少なくとも１つのメッセー
ジを送信することと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記ユーザグループは、関心によって定義されている、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記関心は、テレビ番組、チャンネル、番組のカテゴリ、映画、ニュース番組のうちの
少なくとも１つへの関心である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信手段が、前記複数のユーザからアイデンティティ情報を受信することをさらに
包含する、請求項１に記載の方法。
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【請求項５】
　前記制御手段が、前記アイデンティティのリストの中に前記アイデンティティ情報を含
むことをさらに包含する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信手段が、前記複数のユーザからアイデンティティ情報を受信することは、前記
制御手段が、前記アイデンティティ情報を受信する許可を取得することを包含する、請求
項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記制御手段が、前記アイデンティティ情報を受信する許可を取得することは、前記制
御手段が、前記第１のユーザが前記アイデンティティ情報を要求したことを示すメッセー
ジを前記複数のユーザに送信することを包含する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のユーザが前記第１のユーザの要求を受け入れたことに応答して、前記制御手
段が、前記第１のユーザが前記複数のユーザから前記アイデンティティ情報を受信するこ
とを可能にすることをさらに包含する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記制御手段が、特定のテレビ番組に対して利用可能な少なくとも１つのメッセージオ
プションが存在するか否かを決定することをさらに包含し、前記少なくとも１つのメッセ
ージオプションのそれぞれは、前記特定のテレビ番組に関連するそれぞれの基準に関連付
けられており、前記制御手段は、少なくとも１つの受取人がオプションと関連付けられて
いる基準を満たしていることを決定することにより、前記少なくとも１つのメッセージの
ための少なくとも１つの受取人を決定する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記特定のテレビ番組に対して利用可能な少なくとも１つのメッセージオプションが存
在すると前記制御手段が決定したことに応答して、前記受信手段が、前記少なくとも１つ
のメッセージオプションの前記第１のユーザの選択を受信することをさらに包含する、請
求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　メッセージを配信するテレビメッセージシステムであって、
　前記システムは、
　第１のコマンドを第１のユーザから受信する手段であって、前記第１のコマンドは、前
記第１のユーザがメッセージを送信することが可能なユーザグループに属する複数のユー
ザに対応するアイデンティティのリストを作成するためのものである、手段と、
　前記第１のユーザから受信された前記第１のコマンドに基づいて前記アイデンティティ
のリストを作成する手段であって、前記作成されたアイデンティティのリストは、単一の
グループアイデンティティとして提示される、手段と、
　少なくとも１つのメッセージの受取人として前記単一のグループアイデンティティを指
定する第２のコマンドを前記第１のユーザから受信する手段と、
　前記第２のコマンドを受信したことに応答して、前記指定された単一のグループアイデ
ンティティとして提示された前記アイデンティティのリストに対応する前記複数のユーザ
の少なくとも１つのユーザテレビ機器に前記少なくとも１つのメッセージを送信する手段
と
　を含む、システム。
【請求項１２】
　前記ユーザグループは、関心によって定義されている、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記関心は、テレビ番組、チャンネル、番組のカテゴリ、映画、ニュース番組のうちの
少なくとも１つへの関心である、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記複数のユーザからアイデンティティ情報を受信する手段をさらに含む、請求項１１
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に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記アイデンティティのリストの中に前記アイデンティティ情報を含む手段をさらに含
む、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記複数のユーザからアイデンティティ情報を受信する手段は、前記アイデンティティ
情報を受信する許可を取得する手段を含む、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記アイデンティティ情報を受信する許可を取得する手段は、前記第１のユーザが前記
アイデンティティ情報を要求したことを示すメッセージを前記複数のユーザに送信する手
段を含む、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記複数のユーザが前記第１のユーザの要求を受け入れたことに応答して、前記第１の
ユーザが前記複数のユーザから前記アイデンティティ情報を受信することを可能にする手
段をさらに含む、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　特定のテレビ番組に対して利用可能な少なくとも１つのメッセージオプションが存在す
るか否かを決定する手段をさらに含み、前記少なくとも１つのメッセージオプションのそ
れぞれは、前記特定のテレビ番組に関連するそれぞれの基準に関連付けられており、前記
基準は、前記少なくとも１つのメッセージの少なくとも１つの受取人を決定するために用
いられる、請求項１１に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記特定のテレビ番組に対して利用可能な少なくとも１つのメッセージオプションが存
在すると決定したことに応答して、前記少なくとも１つのメッセージオプションの前記第
１のユーザの選択を受信する手段をさらに含む、請求項１９に記載のシステム。
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